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 ありがとうありがとう 

ございまございますす。 

 

◎該当する箇所にチェックを入れて下さい。

御社の貴重な回線を使用させていただき、誠に申し訳ございません。
今後、本FAXがご不要な場合は、お手数ですがその旨とお名前、
FAX番号を明記してご返送ください。
今後共ご高覧の程、宜しくお願い申し上げます。

『汲み出す一升より漏る一滴』　岩崎弥太郎（いわさき やたろう）１８３４～１８８５　

これはまだ弥太郎がそれほど大金持ちになっていなかった頃の話です。店員
の一人が数千円という、当時ではかなりの大金を持ち逃げするという事件が
起こりました。ちょうどその時、弥太郎は体の具合が悪く寝込んでいたので
すが、支配人がおそるおそるそのことを報告すると、「罪を憎んで人を憎ま
ずじゃ。表沙汰にしないようにして本人の行方を捜せ」と命じたそうです。
そして支配人がホッとしてその場を退こうとした時、こうつけ加えました。
「君、樽の上からすくって飲むヤツは、たとえ一升飲まれても、三升飲まれ
ても大したことは無い。怖いのは樽の底から一滴でも漏れることだ。そいつ
をよく注意してください」
これは貯蓄についての教訓です。「大きく使われたとしても、それは怖くな
い。怖いのは日常の締りのない家計なのだ」と弥太郎は言っています。底が
しっかりと締まっていれば、安い給料でもいつの間にかお金は貯まるもの
だ。しかし、樽の底が割れているのに気付かないでいると、たまに大きく儲
けても、蓋をあけてみると、大して貯まっていないことになる。大金を持ち
逃げされた。そんなことは大したことではない。肝心なのは、底をしっかり
することである。まさに三菱大財閥を築き上げた岩崎氏の名言です。

『油皿の掃除の仕方』～少年時代の話
もうひとつ、弥太郎が少年時代の面白いエピソードがあります。それは『油
皿の掃除の仕方』にまつわる話です。彼は寺子屋で漢籍の教育を受けていま
したが、その先生がとても謹厳な人で、素読の時も神棚に灯明を上げること
を忘れませんでした。

そして一週間ごとの教室の掃除と、神棚の油皿を全部きれいに掃除すること
が生徒に課せられた仕事でした。ところが油皿は３０個ちかくもあったた
め、その油を落とすのは大変な仕事で、皆が嫌がってその仕事を押し付け合
いました。しかも先生が一番怒るのはこの油皿の掃除で、きれいになってい
ないとやり直しをさせられることもあったそうです。　　　　　　
ところが弥太郎は当番になると、嬉々としてこの油皿掃除を引き受け、皆が
知らない間にきれいに掃除してしまうのです。一度だって先生に叱られたこ
とはありませんでした。　だから他の生徒たちはずっと不思議に思ってい
て、ある日『いったいどのように油皿の掃除をしているんだ？』と弥太郎に
尋ねたそうです。すると弥太郎は笑いながら、『じゃあ、みんなはどうやっ
ているだい？』と逆に聞き返したそうです。　　　　　　　　　　　　　　
　　
他の生徒たちは皿の油を一枚一枚拭き取っていたので、全ての皿を掃除し終
わるのに半日近くもかかっていました。ところが、弥太郎のやり方は、まず
人のいない裏庭に藁を集めて、これを燃やす用意をして、油皿をその上に並
べてから火を付けます。そうして皿にこびり付いた油を先に焼いてしまっ
て、火が消えて皿が冷めた頃に、そこにできている藁の灰で拭き取るという
やり方です。この方法で他の人が半日かかる仕事を一時間もかからないで済
ませてしまっていたのでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
皆は『岩崎はなかなかズルいな奴だなあ』と笑いましたが、先生はこの話を
聞いて、『岩崎はなかなか見所のあるやつだ！』と言ったそうです。子供の
頃から創意工夫に長けた人だったようですね。
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アイエム ショッピングサイトをぜひご覧ください!!

明治時代の実業家。郵便汽船三菱会社の社長となり、三菱財閥の創業者であり初代総帥。明治の動乱期に政商として巨利を得た最も有名な人物。
天保５年（１８３５年）、土佐国（現在の高知県安芸市）の地下浪人（郷士の株を売ってしまって浪人をしている者）・岩崎弥次郎（やじろう）と美和の長男と
して生まれる。幼い頃から文才を発揮し、14歳頃には当時の藩主・山内豊熈にも漢詩を披露し才を認められる。21歳の時、学問で身を立てるべく江戸へ遊学し安
積艮斎の塾に入塾するが、安政2年（1855年）、父親の酒席での喧嘩がもとで投獄された事を知り帰国。父の冤罪を訴え、弥太郎も投獄されるが、この時、獄中
で同房の商人から算術や商法を学んだことが、後に商業に手を染める機縁となったといわれている

今月は、今、話題のNHK大河ドラマ『龍馬伝』でもお馴染みの岩崎弥太郎の名言です。


